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清家 篤塾長竹内 勤病院長

病
院
棟
建
設
と
い
う
慶
應
義

塾
の
決
断
に
は
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。
大
変
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
新
病

院
棟
完
成
が
４
年
後
に
迫
る

今
、
旧
病
棟
の
取
り
壊
し
が

始
ま
る
な
ど
、
４
年
後
の
姿

が
目
に
見
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
向
け
て
、
私
た

ち
に
は
慶
應
病
院
と
し
て
の

伝
統
を
守
っ
て
い
く
使
命
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
の

医
療
情
勢
を
考
え
ま
す
と
、

新
病
院
が
で
き
た
と
き
に
慶

應
病
院
に
求
め
ら
れ
る
医
療

レ
ベ
ル
は
か
な
り
高
く
な
る

は
ず
で
、
ア
ジ
ア
や
世
界
の

な
か
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

病
院
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
し
ょ
う
。
と
な
れ
ば
、
私

た
ち
も
よ
り
高
い
目
標
を
設

定
し
て
、
新
病
院
に
見
合
う

体
制
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
４
年

間
は
そ
の
た
め
の
極
め
て
重

要
な
助
走
期
間
で
す
。
足
り

な
い
も
の
、
や
る
べ
き
こ
と

を
見
極
め
な
が
ら
、
新
病
院

と
と
も
に
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
る
く
ら
い
の
気
持
ち
で
、

よ
り
良
い
慶
應
病
院
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

平
成
24
年
11
月
１
日(
金)

午
後
13
時
30
分
よ
り
、
慶
應

義
塾
大
学
病
院
２
号
館
11
階

大
会
議
室
に
お
い
て
、
第
93

回
慶
應
医
学
会
総
会
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

末
松
誠
慶
應
医
学
会
会
長

・
医
学
部
長
の
開
会
の
辞
に

よ
り
開
会
し
、
続
い
て
平
成

24
年
総
務
報
告
・
平
成
25
年

中
間
報
告(

総
務
担
当

福

田
恵
一
理
事)

、
平
成
24
年

会
計
報
告
・
平
成
25
年
中
間

会
計
報
告(

会
計
担
当

松

尾
光
一
理
事)

、
平
成
26
年

▽
ま
ず
は
清
家
塾
長
に
病
院

棟
建
設
に
対
す
る
決
断
と
新

病
院
長
へ
の
期
待
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

清
家

ま
ず
最
初
に
、
竹
内

先
生
に
病
院
長
を
引
き
受
け

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し

て
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
こ
ま
で
病
院
を

運
営
し
て
く
だ
さ
っ
た
武
田

前
病
院
長
に
も
こ
の
場
を
借

り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。慶

應
義
塾
が
新
病
院
棟
建

設
を
決
断
し
た
ポ
イ
ン
ト
は

３
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
２
０

１
７
年
の
医
学
部
１
０
０
周

年
を
控
え
、
現
病
院
棟
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
。

も
ち
ろ
ん
、
耐
震
等
の
安
全

面
で
は
対
策
が
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
導
線
な
ど
を
含
め

予
算(

案
・
末
松
会
長)

が

行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
ま

た
施
設
の
古
さ
を
考
え
る
と

新
病
院
棟
建
設
は
必
要
で

す
。
２
つ
め
は
、
高
度
な
ソ

フ
ト
に
合
わ
せ
た
ハ
ー
ド
改

革
の
必
要
性
で
す
。
慶
應
医

学
部
の
先
生
方
は
臨
床
・
研

究
の
両
面
で
高
い
成
果
を
挙

げ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
う

い
っ
た
ソ
フ
ト
の
能
力
に
対

し
て
ハ
ー
ド
面
で
の
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
が
生
じ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
ク
ラ
ス
タ
ー
医
療
な

ど
を
含
め
、
今
ま
で
以
上
に

患
者
さ
ん
本
位
の
医
療
を
実

現
す
る
に
は
、
病
院
レ
イ
ア

ウ
ト
な
ど
ハ
ー
ド
も
高
い
レ

ベ
ル
に
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
か
ら
で
す
。
３
つ
め
と
し

て
は
、
執
行
部
に
と
っ
て
は

戸
山
先
生
の
存
在
が
大
き
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
新
病
院

棟
建
設
に
つ
い
て
は
、
戸
山

た
、
末
松
医
学
部
長
よ
り
、

野
村
達
次
賞
の
設
立
、
Ｋ
Ｊ

Ｍ
投
稿
料
の
補
助
、
例
会
開

催
支
援
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
旅

費
規
程
、
恒
例
会
員
の
会
費

免
除
な
ど
に
つ
い
て
も
報
告

が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
三
四
会
奨
励
賞

授
与
式
が
行
わ
れ
、
比
企
能

樹
三
四
会
長
よ
り
４
名
の
受

賞
者
に
表
彰
状
と
副
賞
が
授

与
さ
れ
た
。

今
年
度
は
臨
床
医
学
部
分

野
か
ら
２
名
、
基
礎
医
学
分

先
生
が
一
貫
し
て
重
要
性
を

強
調
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
条

件
整
備
の
ほ
か
、
大
学
病
院

経
営
ボ
ー
ド
会
議
議
長
と
し

て
新
病
院
棟
の
設
計
図
を
取

り
ま
と
め
る
責
任
者
と
な
り

推
進
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
臨
床
と
研
究
、
病
院
運

営
と
い
う
全
て
に
高
い
見
識

を
お
持
ち
の
戸
山
先
生
が
条

件
を
整
備
し
て
、
許
さ
れ
る

予
算
の
範
囲
内
で
の
病
院
建

設
を
進
め
て
く
だ
さ
る
の
は

大
変
心
強
い
こ
と
で
す
。
そ

う
い
っ
た
戸
山
先
生
の
ご
尽

力
も
あ
り
、
今
回
の
病
院

棟
建
設
に
踏
み
切
り
ま
し

た
。

▽
新
病
院
長
と
し
て
新
病
院

棟
に
は
ど
の
よ
う
な
思
い
を

抱
い
て
い
ま
す
か
。

竹
内

信
濃
町
と
し
て
も
、

野
か
ら
２
名
の
三
四
会
員
が

受
賞
し
た
。
例
年
に
比
べ
て

少
な
い
受
賞
者
と
な
っ
た

が
、
臨
床
・
基
礎
と
も
に
高

い
業
績
を
挙
げ
て
い
る
若
手

研
究
者
が
受
賞
し
、
研
究
領

域
の
さ
ら
な
る
発
展
に
も
期

待
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
三
四
会
奨
励
賞
授

賞
式
の
最
後
に
は
比
企
会
長

よ
り
、
来
年
度
か
ら
三
四
会

奨
励
賞
の
授
与
式
は
今
年
度

か
ら
創
設
さ
れ
た
三
四
会
社

去
る
平
成
25
年
10
月
12
日

(

土)

午
後
、
三
四
会
募
金
委

員
会
学
年
幹
事
の
キ
ッ
ク
オ

フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

(

Ｋ
Ｏ

Ｍ)

が
、
三
四
会
全
国
支
部

長
会
の
直
前
に
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｋ
Ｏ
Ｍ
に
先
立
ち
、
新
装

な
っ
た
塾
大
学
病
院
２
号
館

(

旧
称
、
新
棟)

11
階
の
三

四
会
事
務
所
に
、
学
年
幹
事

お
よ
び
三
四
会
支
部
長
の
皆

様
に
ご
参
集
い
た
だ
き
、
別

館
跡
地
に
建
設
さ
れ
た
３
号

館
、
改
装
な
っ
た
１
号
棟
、

新
病
院
棟
建
設
予
定
地
な
ど

の
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
内
見

学
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
場
所
を
移
し

て
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京

別
館
２
階｢

オ
ー
チ
ャ
ー
ド

新
病
院
棟
建
設
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
第
１
段
階
と
し
て

６
、
７
号
棟
の
移
転
が
完
了

し
、
本
年
11
月
よ
り
６
号
棟

お
よ
び
霊
安
室
の
解
体
工
事

が
着
手
さ
れ
る
。
こ
れ
に
先

立
ち
10
月
31
日
に
病
院
６
号

棟
地
下
に
お
い
て
解
体
工
事

会
功
労
賞
と
と
も
に
行
う
こ

と
も
検
討
中
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
ら
れ
、
今
ま
で
長
い

間
、
医
学
会
総
会
の
場
を
お

借
り
し
た
こ
と
へ
の
謝
辞
が

述
べ
ら
れ
た
。

医
学
会
総
会
と
併
せ
て
開

催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、｢

次
世
代
が
ん
治
療
を

さ
ぐ
る｣

を
テ
ー
マ
に
、
外

科
学
の
竹
内
裕
也
准
教
授
、

放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
重

粒
子
医
科
学
セ
ン
タ
ー
の
鎌

ル
ー
ム｣

で
行
わ
れ
た
Ｋ
Ｏ

Ｍ
で
は
、
冒
頭
に
開
会
挨
拶

と
し
て
、
比
企
能
樹
連
合
三

田
会
会
長
・
三
四
会
会
長
・

三
四
会
募
金
委
員
会
顧
問
よ

り
、
当
委
員
会
の
立
ち
上
げ

に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
詳
細

な
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
戸
山
芳
昭

塾
常
任
理
事
よ
り
医
学
部

田
正
セ
ン
タ
ー
長
、
先
端
医

科
学
研
究
所(

細
胞
情
報
研

究
部
門)

の
河
上
裕
教
授
、

独
立
行
政
法
人
国
立
が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
早
期
・
探
索
臨

床
研
究
セ
ン
タ
ー
の
大
津
敦

教
授
に
よ
る
講
演
と
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様

子
は
次
号(

12
月
号)

に
て

掲
載
予
定
。
三
四
会
奨
励
賞

受
賞
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
は

２
面
に
掲
載
し
て
い
る
。

創
立
１
０
０
年
事
業
の
概

略
、
資
金
状
況
お
よ
び
募
金

活
動
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

ま
た
、
末
松
誠
医
学
部
長
よ

り
創
立
１
０
０
年
を
迎
え
る

医
学
部
の
現
状
と
将
来
へ
の

展
望
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

熱
の
こ
も
っ
た
ご
説
明
を
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
吉
野
肇
一
三
四

安
全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ

た
。
武
田
前
病
院
長
、
渡
辺

新
病
院
棟
開
設
準
備
室
長
、

本
田
病
院
事
務
局
長
を
は
じ

め
病
院
関
係
者
や
竹
中
工
務

店
、
日
揮
の
関
係
者
が
参
列

し
厳
か
に
工
事
の
安
全
を
祈

会
評
議
員
会
議
長
・
三
四
会

募
金
委
員
会
委
員
長
よ
り
、

募
金
活
動
の
現
状
と
、
そ
の

活
動
の
更
な
る
活
性
化
の
た

め
に
、
各
学
年
を
代
表
す

る
、
現
時
点
で
募
金
活
動

上
、
最
強
と
考
え
ら
れ
る
会

員
諸
氏
に
、
学
年
幹
事
と
し

て
ご
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
と
な

っ
た
経
緯
の
詳
し
い
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
な
か
に

は
、
こ
の
種
の
募
金
は
本

来
、
見
返
り
を
求
め
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
を
十
分
承
知

の
上
で
、
こ
れ
ま
で
の
三
四

会
募
金
委
員
会
の
検
討
な
ど

か
ら
、
高
額
寄
付
者
の
新
病

院
棟
内
記
銘
版
設
置
の
ほ
か

に
、
記
章(

バ
ッ
ジ)

、
診

療
上
の
優
遇
制
度
、
感
謝
状

な
ど
の
ア
イ
デ
ア
を
、
募
金

活
動
の
事
実
上
の
決
定
機
関

で
あ
る
信
濃
町
募
金
事
業
戦

略
会
議(

戸
山
芳
昭
議
長)

に
上
程
し
て
い
る
も
の
の
、

苦
戦
中
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

興
味
深
い
い
く
つ
か
が
あ
り

ま
し
た
。

支
部
長
会
直
前
の
45
分
間

(

予
定
は
30
分)

と
い
う
限

ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ピ
ー

チ
が
大
変
分
か
り
や
す
く
、

か
つ
、
刺
激
的
で
も
あ
っ
た

の
で
、
参
加
い
た
だ
い
た
学

年
幹
事
と
支
部
長
各
位
も
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
下
さ
っ
て

お
り
ま
し
た
。

Ｋ
Ｏ
Ｍ
後
、
小
休
止
の
の

ち
に
行
わ
れ
た
支
部
長
会

に
、
学
年
幹
事
も
同
席
し
ま

し
た
。

支
部
長
会
の
質
疑
応
答
で

は
、
募
金
状
況
や
方
向
性
に

関
す
る
活
発
な
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
、
さ
ら
に
は
募
金
活

動
の
具
体
的
な
方
法
に
つ
い

て
の
多
く
の
提
言
も
頂
戴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
多
用
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
大
勢
の
、
各
学
年
を
代
表

願
し
た
。

６
号
棟
は
１
９
５
３
年
に

竣
工
し
60
年
間
に
わ
た
り
慶

應
病
院
の
臨
床
各
科
の
病
床

と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。

地
下
部
分
は
病
院
供
給
部
門

の
他
に
食
堂
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

す
る
愛
塾
精
神
に
溢
れ
る
方

々
に
ご
参
集
い
た
だ
い
た
上

に
、
厳
し
く
も
温
か
い
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
し
て
、

三
四
会
募
金
委
員
会
は
も
と

よ
り
、
三
四
会
執
行
部
一
同

多
い
に
刺
激
さ
れ
勇
気
づ
け

ら
れ
た
こ
と
を
改
め
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
三
四
会
募
金
学
年

幹
事
会
設
立
の
詳
細
な
経
緯

に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
紙
前

号(

２
０
１
３
・
10)

を
ご

平
成
25
年
度
三
四
会
全
国

支
部
長
会
が
、
10
月
12
日

(

土)

18
時
よ
り
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
２
号
館
11
階
に
移
転

し
た
新
し
い
三
四
会
の
事
務

所
と
、
昨
年
よ
り
稼
働
中
の

３
号
館
南
棟
の
個
室
病
室
お

よ
び
予
防
医
療
セ
ン
タ
ー
の

見
学
、
さ
ら
に
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
に
移
動
し
て
新
病
院
棟

建
設
募
金
の
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
直

後
の
開
催
と
な
っ
た
た
め
、

新
病
院
棟
建
設
に
向
け
た
熱

気
が
高
ま
る
中
で
の
開
会
と

な
り
ま
し
た
。

司
会
は
リ
ー
啓
子
副
会
長

で
、
開
会
の
辞
の
中
で
比
企

能
樹
会
長
は
、
新
病
院
棟
建

設
に
お
け
る
三
四
会
の
役
割

を
再
度
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

戸
山
芳
昭
常
任
理
事
は
、
キ

ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

の
熱
の
こ
も
っ
た
ス
ピ
ー
チ

の
余
韻
を
持
た
せ
つ
つ
、
支

部
長
会
で
も
三
四
会
員
の
さ

ら
な
る
積
極
的
な
協
力
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
続
い
て
末

松
誠
医
学
部
長
は
、
東
日
本

大
震
災
後
の
ア
メ
リ
カ
軍
に

ン
ス
ス
ト
ア
、
談
話
室
と
し

て
使
用
さ
れ
、
教
職
員
の
動

線
に
も
な
っ
て
い
た
。
２
０

１
４
年
３
月
に
は
６
号
棟
お

よ
び
霊
安
室
跡
地
に
新
病
院

棟
１
号
館
１
期
工
事
部
分
が

着
工
の
予
定
で
あ
る
。

覧
く
だ
さ
い
。

学
年
幹
事
出
席
者
：
八
十
島

唯
一(

37)

、
龍
倫
之
助(

38)

、

鈴
木
健
治(

39)

、
川
野
辰

夫(

40)

、
神
埼
仁(

40)

、

船
曳
孝
彦(

40)

、
吉
野
肇

一(

44)

、
川
城
丈
夫(

45)

、

尼
ヶ
崎
安
紘(

47)

、
久
保

敦
司(

47)

、
宮
地
清
光(

48)

、

松
本
純
夫(

52)

、
浅
村
信
二

(

53)

、
土
本
寛
二(

53)

、
戸

山
芳
昭(

53)

、
久
保
内
光
一

よ
る
ト
モ
ダ
チ
作
戦
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
若
い
三

四
会
員
の
話
題
を
提
供
さ

れ
、
医
学
部
に
お
け
る
世
界

に
通
用
す
る
人
材
育
成
の
重

要
性
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

竹
内
勤
病
院
長
は
、
10
月
か

ら
着
任
し
た
抱
負
と
と
も

に
、
医
学
部
創
立
１
０
０
年

事
業
と
し
て
の
新
病
院
棟
建

設
の
意
義
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
支
部
長
代
表
と
し
て
、

鹿
児
島
県
支
部
の
新
村
研
二

支
部
長
が
活
動
状
況
の
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

次
に
三
四
会
役
員
か
ら
、

ま
ず
吉
野
肇
一
評
議
員
会
議

(

55)

、
大
谷
俊
郎(

59)

、
原

澄
子(

59)

、
小
川
葉
子(

59)

、

宮
崎
豊
彦(

60)

、
久
慈
直

昭(

61)

、
安
岡
博
之(

62)

、

小
川
茂
雄(

62)

、
矢
島
正

純(

62)

、
北
川
雄
光(

65)

、

徳
永
祐
二(

66)

、
山
岸
敬
幸

(

68)

、
楊
浩
勇(

68)

、
渡

邊
宏
治(

68)

、
武
井
悦
子

(

70)

、
原
晃
一(

70)

、
奥

島
雄
一
郎(

73)

、
岩
田
卓

(

74)

、
吉
浜
智
子(

88)

、

梅
井
正
彦(

91)

。
以
上
35
名

長
が
評
議
員
会
の
出
席
率
向

上
の
試
み
、
さ
ら
に
三
四
会

募
金
委
員
会
の
始
動
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。
続
い
て

末
岡
浩
副
会
長
が
新
三
四
会

事
務
所
に
つ
い
て
、
渡
辺
真

純
理
事
が
新
病
院
棟
の
建
設

計
画
に
つ
い
て
、
写
真
や
見

取
り
図
を
用
い
て
詳
細
に
説

明
し
た
。
深
川
和
己
理
事

は
、
応
募
学
生
が
多
す
ぎ
て

赤
倉
山
荘
に
収
容
し
き
れ
な

い
ほ
ど
の
慶
應
赤
倉
ア
カ
デ

ミ
ー
の
盛
況
ぶ
り
を
報
告
し

ま
し
た
。
リ
ー
啓
子
副
会
長

は
、
２
０
１
３
連
合
三
田
会

(

10
月
20
日
開
催)

で
の
医

学
部
三
四
会
講
演
会
な
ど
を

紹
介
し
、
多
数
の
会
員
の
参

加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
質

疑
応
答
で
は
、
新
病
院
棟
建

設
の
募
金
に
関
す
る
質
問
と

提
案
が
多
く
な
さ
れ
ま
し

た
。
少
し
ず
つ
の
額
で
も
積

み
立
て
て
い
く
こ
と
の
効

果
、
寄
付
に
よ
る
優
遇(

病

院
診
療
の
順
番
待
ち
や
人
間

ド
ッ
ク
な
ど)

の
検
討
な

ど
、
有
意
義
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
後
に
、
水
野
嘉
夫

副
会
長
の
閉
会
の
辞
で
締
め

く
く
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
19
時
よ
り
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
横

浜
支
部
の
八
十
島
唯
一
支
部

長
の
乾
杯
で
開
始
さ
れ
、
新

執
行
部
の
岡
野
栄
之
医
学
研

究
科
委
員
長
、
天
谷
雅
行
学

部
長
補
佐
、
北
川
雄
光
副
病

院
長
が
挨
拶
を
行
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
和
や
か
に
歓
談

が
進
む
中
、
各
支
部
の
代
表

か
ら
１
分
程
度
で
近
況
が
報

告
さ
れ
た
後
、
末
岡
浩
副
会

長
の
閉
会
の
辞
で
名
残
を
惜

し
み
つ
つ
散
会
と
な
り
ま
し

た
。
懇
親
会
の
司
会
を
務
め

た
私
に
も
、
慶
應
医
学
の
向

上
を
め
ざ
し
新
病
院
棟
建
設

へ
の
気
運
が
急
速
に
高
ま
る

の
が
感
じ
ら
れ
た
夜
で
し

た
。

済
生
会
は
全
国
79
病
院
に

お
い
て
主
と
し
て
地
域
の
急

性
期
病
院
と
し
て
運
営
し
て

き
た
。近
年
、２
０
０
床
程
度

の
幾
つ
か
の
小
規
模
急
性
期

病
院
が
慢
性
期
、
回
復
期
病

院
と
し
て
転
換
し
経
営
面
で

も
良
好
な
状
況
を
示
し
て
い

る
。
転
換
の
き
っ
か
け
は
医

師
不
足
に
よ
り
急
性
期
医
療

を
供
給
で
き
な
く
な
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
研
修
制
度
の
発

足
以
来
、
都
市
部
の
病
院
で

あ
っ
て
も
規
模
が
小
さ
く
専

門
性
や
特
色
の
な
い
所
は
、

大
学
か
ら
の
医
師
派
遣
が
滞

り
が
ち
と
な
っ
て
い
る
。
病

院
に
魅
力
が
な
け
れ
ば
大
学

か
ら
見
切
ら
れ
る
の
も
や
む

を
得
な
い
。
こ
の
成
功
し
た

病
院
は
外
来
リ
ハ
ビ
リ
も
入

院
リ
ハ
ビ
リ
も
充
実
さ
せ
、

運
動
・
作
業
療
法
士
や
言
語

聴
覚
士
を
多
数
配
置
し
、
病

棟
を
訪
れ
る
と
看
護
師
の
影

が
薄
く
見
え
る
。
外
来
の
ス

ペ
ー
ス
は
小
さ
く
、
大
き
な

診
断
治
療
装
置
や
手
術
室
な

ど
の
設
備
投
資
も
不
要
で
あ

り
、
病
院
は
あ
た
か
も
ホ
テ

ル
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
醸
し

出
し
て
い
る
。
医
師
数
も
一

般
急
性
期
の
陣
容
は
不
要
で

あ
り
、
高
齢
者
障
碍
者
を
総

合
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

医
師
が
少
し
だ
け
で
済
む
。

入
院
患
者
さ
ん
が
急
変
し
て

も
、
近
く
に
あ
る
提
携
急
性

期
病
院
に
紹
介
転
院
す
れ
ば

手
当
て
が
で
き
る
。
ま
さ
に

地
域
完
結
型
連
携
で
あ
る
。

一
方
で
、
急
性
期
病
院
の

経
営
で
は
入
院
が
急
速
に
短

期
化
し
て
お
り
、
新
入
院
を

確
保
す
る
た
め
に
後
方
病
院

を
確
保
し
、
退
院
を
促
進
す

る
必
要
性
に
追
わ
れ
て
い

る
。
こ
こ
に
大
き
な
需
要
が

生
じ
る
こ
と
に
な
り
、
患
者

の
確
保
に
苦
労
す
る
こ
と
が

な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

健
全
経
営
は
そ
の
時
代
が
要

請
す
る
役
割
を
果
た
せ
ば
自

ず
と
達
成
で
き
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

済
生
会
で
は
他
に
も
、
そ
の

地
域
に
お
け
る
存
在
意
義
が

薄
れ
、
経
営
に
苦
戦
を
強
い

ら
れ
て
い
る
病
院
が
幾
つ
か

あ
る
が
、
幹
部
が
そ
の
事
に

な
か
な
か
気
付
か
ず
、
或
い

は
気
が
付
い
て
い
て
も
急
性

期
病
院
に
拘
り
、
機
能
転
換

の
決
断
が
で
き
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
。
急
速
な
高
齢
化
に

伴
い
制
度
が
急
速
に
変
わ
り

つ
つ
あ
る
と
き
、
い
ち
早
く

適
切
な
決
断
が
で
き
た
と
こ

ろ
が
残
っ
て
行
く
こ
と
に
な

る
。
今
後
の
我
が
国
医
療
に

お
い
て
示
唆
す
べ
き
も
の
が

隠
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
病
院

や
医
師
の
あ
り
方
を
考
え
る

上
で
参
考
と
な
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

(

恩
師
財
団
社
会
福
祉
法
人

済
生
会
理
事

松
原

了

53
回)
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第
93
回

４
名
が
三
四
会
奨
励
賞
を
受
賞

平
成
25
年
三
四
会
奨
励
賞
受
賞
者

１.

水
足

邦
雄

｢

内
耳
性
難
聴
に
対
す
る
病
態
解
明

お
よ
び
新
規
治
療
法
の
研
究｣

(

耳
78
相
当)

２.

中
本

伸
宏

｢

肝
病
態
進
展
に
至
る

免
疫
学
的
機
序
の
解
明｣ (

内
77
回)

１.
海
苔

聡

｢

ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
神
経
幹
細
胞

移
植
は
マ
ウ
ス
脊
髄
損
傷
後
の
運
動

機
能
を
回
復
さ
せ
る｣

(

整
82
回)

２.

荒
牧

典
子

｢

細
胞
周
囲
のversican
が
、線
維
芽
細
胞

―

筋
線
維
芽
細
胞
へ
の
転
換
に
寄
与
す
る

―A
D
A
M
T
S
5

プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
を
介
し
た

タ
ン
パ
ク
分
解｣

(

形
80
回)

ⅠⅠ..

臨臨
床床
医医
学学
分分
野野

ⅡⅡ..

基基
礎礎
医医
学学
分分
野野

���������

今
年
10
月
、
新
病
院
棟
建
設
が
始
ま
る
と
い
う
大
変
重
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
竹

内
新
病
院
長
が
誕
生
し
ま
し
た
。
新
生
・
慶
應
病
院
で
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
診
療
の

確
立
、
24
時
間
Ｅ
Ｒ
の
実
施
、
３
号
棟
南
棟
に
お
け
る
予
防
医
療
セ
ン
タ
ー
の

創
設
な
ど
、
臨
床
と
研
究
が
一
体
と
な
っ
た
病
院
経
営
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
医
学
部
創
立
１
０
０
周
年
に
向
か
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
慶
應
病
院
を

作
っ
て
い
く
の
か
。
こ
れ
か
ら
の
病
院
の
あ
り
方
、
お
よ
び
新
病
院
棟
に
つ
い

て
、
清
家
塾
長
と
竹
内
新
病
院
長
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
後
編
は
４
面
に
掲
載
】

学年幹事35名が出席したＫＯＭ

病院６号棟
解体工事

安全祈願祭執り行われる

７月１日から､ 休日・時間外の救急外来を受診される患者さ
んのうち､ 入院を必要としない緊急性の低い患者さんについて
は､ 時間外選定療養費8,400円を徴収致します｡ ただし､ 救急
車で来院された患者さん､ 救急外来受診後入院された患者さん
等については､ 徴収対象外とします｡
患者の皆様に安全で質の高い医療を提供するための､時間外

選定療養費の徴収について､皆様のご理解とご協力をお願い致
します｡

時間外選定療養費の徴収について

・初診予約 (午前９時～午後７時､第２･４･５土曜日は午後５時まで)

慶應義塾大学病院 各種お問い合わせ先

医療機関用
TEL 03-3353-1257 FAX 03-5843-6167
WEB ｢病院ホームページ｣ → ｢予約問合せ一覧｣ → 『｢医療機関
からの初診予約｣ ― ｢Webによる予約｣ ―【医療機関からの
予約専用フォーム�』 へ

・検査予約 (午前８時30分～午後５時)
PET/CT…TEL 03-5843-6165
SPECT …TEL 03-5843-7071

・予防医療センター：人間ドック(午前８時30分～午後５時)
TEL 03-6910-3533

三四会ホットライン
TEL 03-3353-3034(ミオサンシ)

学
年
幹
事

キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
報
告

黒
瀬

巌

三
四
会
募
金
委
員
会

副
委
員
長

(

65
回･

司
会)

平
成
25
年
度

三
四
会
全
国
支
部
長
会

山
上

淳(

77
回･

司
会)

三
四
会
理
事

(

総
務
担
当)八

十
島
支
部
長
に
よ
る
乾
杯
の
挨
拶

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
行
わ
れ
た
懇
親
会

特別対談

【前 編】
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